
登録数予測
2022/23学年度 から2032/33学年度 



ベルビュー学区の生徒数予測ワークフロー   
1 2 3 4

学区の空間デ
ータと表形式
データの設定

現在進行中、
提案済み、

および将来の
住宅開発プロ
ジェクトのリ

サーチ

学区と通学地
域の現在と将
来の人口動態

の分析

今後１０年間
の通学地域の
学年別の人口
予測 を作成



黄色の地域は登録数密度が高く、青の地
域は登録数密度が低い

登録数密度
2022年10月



出生要因 
出生率は、学区のキン
ダーガーテン生の入園率
を予測するための良い判
断材料となる



生徒歩留まり率
要因

Grade
Apartments Multi-Family Attached
6,428Units 3,438Units

Students Factor Students Factor
PK-12 319 0.050 309 0.090

生徒歩留まり率(SYF)は、地域の住宅タイプ
によって決定される。 
SYFは、住宅開発に適用され、将来の住宅開
発プロジェクトから、何人の生徒が登録する
かを予測できる。



生徒数予測:
高、中、低 
３つの違う生徒歩留まり率を利
用して、高、中、低の登録数予
測



登録数予測
2022学年度-2032学年度



登録数予測
 2022学年度-2032学年度

エレメンタリースクールと
ミドルスクール



登録数予測
2022学年度-2032学年度

ハイスクールと
全学年



ミドルスクール建物利用率予測
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